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フェルミ準位 復習 
• フェルミ準位 

– 熱平衡状態において、電子の存在
確率が50%になるエネルギー準位 

• フェルミ-ディラック分布 

– 原子の熱運動によって電子が励起
する時の軌道占有率Pはフェルミ・
ディラック分布で与えられる 

 
P=

1

𝑒(𝐸−𝐸𝐹)/𝑘𝑇+1
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p型、n型のフェルミ準位 

p型 n型 

h+ h+ h+ 

e- e- e- 

フェルミ
準位 

①フェルミ準位は、p型とn型で

違います。この２つをくっつける
と・・・ 

p型 

h+ 

n型 

e- 

e- 

e- 

②フェルミ準位は下の赤破線の
ようになります。この時、接合面
付近では電子と正孔が結合し、
電荷がない状態（空乏層）ができ
ます 

h+ h+ 

より安定な準位
へ移動するよ 

正孔にとっては
上の準位の方
が安定だよ 

p型 n型 

③最終的に、フェルミ準位が
全体で同じ値になるくらいま
で、電子と正孔が動きます 

空
乏
層 

e- e- 

h+ h+ 
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pn接合に電位をかける 
④このpn接合に電位をかけてみます。
p型にエネルギーの低い電位を、n型

によりエネルギーの高い電位を与え
ると、EFは下のようになり、電流が流
れます 

⑤逆に、p型にエネルギーの高い電位
を、n型エネルギーの低い電位を与え
ると、電流は流れなくなります 

p型 n型 
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h+ 
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EF 
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EF h+ 

より安定な準位
へ移動するよ 

壁が高くて 
上がれないよ 

これを整流
特性と言い
ます 


